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コロナ禍の文化芸術への影響
2019年－2022年

3年続く影響を乗り切るため

2022年10月11日

https://ac-forum.jp/
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1）芸術分野への影響・芸術収入の変化
2019－2021（2019年対比）
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続く事業収入の減少 文化芸術推進フォーラム構成団体が集計（2020年5月／2021年調査5月）
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2）実
演家等
の収入
の変化
2019
－
2020
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芸術家等の芸術収入変化：2020年の厳しい状況－2021年も大きな改善無し

文化芸術推進フォーラム等調査2021.7 芸団協調査2021.10
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芸術収入（ 3月 -8月）

芸術収入（ 202 0年間）

収入は増えた あまり変わらない
75％程度になった 50％程度になった
25％程度になった 無収入

芸術収入（2020年3月- 8月）

芸術収入（2020年間）
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3）人々の生活行動の変化－趣味・娯楽の行動者率
2016年-2021年(社会生活基本調査)
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2016年 2021年 減少率
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2021年、趣味・娯楽行動の減少が顕著に。
2022年8月発表：総務省
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4）人々の芸術鑑賞行動と家計支出の月次変化 2019-2022.6
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東京寄席の入場料収入の変化
（落語協会／落合芸術協会調査）
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映画・演劇入場料：家計支出の変化(家計調査)
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5）コロナ禍で芸術団体が求めたこと
文化芸術推進フォーラム／日本芸術文化振興会調査 2021.7

芸団協 2021.10
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今、必要とされること（2021.7）

活動の継続に必要な手当は（2021.10）
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人々の文化芸術への参加意欲が戻ること

事業を展開する資金が提供されること

受けた損失を取り戻す資金が提供されること

万一に備えたセーフティネットが整備されること

芸術関係者の活動意欲が戻ること

芸術活動に意欲のある人材を確保できること

特に必要なものはない

その他
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芸術事業を行うための直接経費と芸術団体・事業者の運営経費にも使える補助金

コロナ禍の影響を緩和する芸術団体・事業者向けの事業規模に対応した給付金

芸術事業を行うための直接経費の補助金

感染の不安が払拭され人々が鑑賞行動にもどるような気運の醸成事業の実施

事業の中止による損害を補填する共済・保険制度

無利子融資制度

銀行借入に対する信用保証制度

その他
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6）コロナ禍で芸術家、実演家等個人が求めたこと
文化芸術推進フォーラム／日本芸術文化振興会調査 2021.7

芸団協 2021.10
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今、必要とされること（2021.7）

活動の継続に必要な手当は（2021.10）
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55.0%

61.3%

契約に係る揉め事、ハラスメントなどのトラブルに関する相談窓口がない

仕事の技能・能力向上、職能転換・移転に関する仕組みがない

病気・怪我などライフリスクに係る保険制度がない

出産・育児・介護など生活保障の仕組みがない

仕事上の怪我・死亡なの仕事に起因するリスクを補償する仕組みがない

老後に備えるための年金制度が十分ではない

感染症発生・事故・災害に伴う仕事の中止に係る保険制度がない

仕事が不定期、断続的で不安定であり失業など仕事上の変化を緩和する仕組みが無い
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その他

融資制度

転職や引退する時の一時金

身分証明や信用保証

仕事が原因による疾病・障害で仕事が出来なくなった場合の手当

怪我や病気によって一時的に仕事が出来なくなった場合の手当

自然災害等による仕事の減少やキャンセルを補償する手当
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7）市場・補正予算・消失額の推計 2019－2022
補正予算は間に合っているのか？
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家計の映画・演劇入場料支出から推計した4年間のライブ・映画の市場 2019年-2022年


